
















A Study for Young Employees’ Resilience in Workplace: 
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3 - 2 ．結果および考察
属性について






雇用形態 平均（歳） 標準偏差 人数
男性
正社員 27．7 3．29  50
契約社員 29．1 3．45  50
アルバイト・パート社員 29．0 3．40  50
合計 28．6 3．42 150
女性
正社員 26．5 2．89  50
契約社員 26．9 3．80  50
アルバイト・パート社員 27．3 3．80  50
合計 26．9 3．52 150
合計
正社員 27．1 3．13 100
契約社員 28．0 3．77 100
アルバイト・パート社員 28．2 3．69 100
合計 27．8 3．56 300
若年社会人の職場におけるレジリエンスについて／戸梶　亜紀彦
77








 最終学歴 中学卒 高校卒 専門学校卒 短大卒 大学卒 大学院卒 その他
正社員 0  8 11  2  61 18 0
契約社員 3 26  7 10  51  3 0
アルバイト・パート社員 5 32 19  7  33  2 2
合計 8 66 37 19 145 23 2
　また、若年社会人とはいえ、扶養家族の有無によって仕事に対する動機づけに違いがある可能性も





正社員  7  43
契約社員  3  47
アルバイト・パート社員  0  50
合計 10 140
女性
正社員  5  45
契約社員  0  50
アルバイト・パート社員  4  46
合計  9 141
合計
正社員 12  88
契約社員  3  97





















第 1因子 第 2因子 第 3因子 第 4因子
「好奇心旺盛」因子
私はいろいろなことを知りたいと思う（新奇性追求）※  0．847 ‒0．150 ‒0．169  0．142 
新しいことや珍しいことが好きだ（新奇性追求）  0．805  0．009 ‒0．087  0．086 
ものごとに対する興味や関心が強い方だ（新奇性追求）  0．795  0．024  0．042  0．025 
いろいろなことにチャレンジすることが好きだ（新奇性追求）  0．631  0．098  0．156  0．006 
「肯定的見通し」因子
自分の将来に希望をもっている（肯定的な未来志向）  0．022  0．920 ‒0．008 ‒0．061 
将来の見通しは明るいと思う（肯定的な未来志向） ‒0．150  0．884 ‒0．047  0．140 
自分の未来にはきっといいことがあると思う（肯定的な未来志向） ‒0．002  0．824 ‒0．005  0．113 
自分には将来の目標がある（肯定的な未来志向）  0．301  0．557  0．019 ‒0．136 
「感情優位傾向」因子
新しいことをやり始めるのはめんどうだ（新奇性追求）  0．223  0．017  0．763 ‒0．275 
慣れないことをするのは好きではない（新奇性追求） ‒0．009  0．026  0．704  0．030 
その日の気分によって行動が左右されやすい（感情調整） ‒0．143 ‒0．061  0．680  0．078 
つらい出来事があると耐えられない（感情調整） ‒0．061 ‒0．033  0．646  0．275 
あきっぽい方だと思う（感情調整） ‒0．021  0．030  0．577 ‒0．079 
気分転換がうまくできない方だ（感情調整） ‒0．087 ‒0．066  0．453  0．266 
「セルフ・コントロール」因子
動揺しても、自分を落ち着かせることができる（感情調整）  0．106  0．094  0．028  0．777 
自分の感情をコントロールできる方だ（感情調整）  0．137  0．021  0．065  0．688 
分散の説明率（％） 32．658 17．575  9．914  8．437
因子間相関　　　　　第 1因子 第 2因子 第 3因子
第 2因子  0．527
第 3 因子  0．161  0．269





























は認められなかった（全体：r＝ .021, n.s.、男性：r＝ .026, n.s.、女性：r＝ .032, n.s.）ため、レジリ
エンスの高低と年齢とは無関係であると考えられる。
　次に、因子分析の結果にしたがって各因子を下位尺度として尺度得点を算出し、これを従属変数と

























ルバイト・パート社員）×性別（ 2：男性、女性）の 2 要因分散分析を行った。各属性における平均
Tab. 6 　精神的回復力尺度の合計得点および各下位尺度得点の平均値と標準偏差※




正社員 67．5（11．64） 13．5（3．22） 12．7（3．12） 18．2（4．61）  7．0（1．76）
契約社員 64．6（10．61） 14．0（3．22） 11．9（4．17） 19．4（4．17）  5．9（1．99）
アルバイト・パート社員 58．0（10．48） 12．5（3．22）  9．4（3．66） 20．3（3．33）  5．7（1．64）
合計 63．4（11．55） 13．4（3．26） 11．3（3．92） 19．3（4．14）  6．2（1．88）
女性
正社員 67．3（11．84） 13．8（3．76） 13．0（3．40） 18．6（4．24）  6．5（1．49）
契約社員 63．2（12．69） 13．4（2．84） 11．9（4．14） 20．3（4．43）  5．9（2．01）
アルバイト・パート社員 61．8（11．06） 12．5（3．50） 11．6（3．23） 19．8（4．23）  5．9（1．85）
合計 64．1（12．03） 13．3（3．41） 12．2（3．64） 19．6（4．33）  6．1（1．81）
合計
正社員 67．4（11．68） 13．7（3．49） 12．9（3．25） 18．4（4．41）  6．7（1．64）
契約社員 63．9（11．66） 13．7（3．04） 11．9（4．14） 19．8（4．31）  5．9（1．99）
アルバイト・パート社員 59．9（10．89） 12．5（3．35） 10．5（3．61） 20．4（3．80）  5．8（1．75）



















正社員 3．3（0．77） 3．5（0．81） 3．2（0．96） 3．5（0．81） 3．7（0．87）
契約社員 3．4（1．05） 3．5（1．09） 3．1（1．10） 3．5（1．05） 3．6（1．23）
アルバイト・パート社員 3．0（0．92） 3．4（0．88） 2．8（0．98） 3．1（0．88） 3．5（0．97）
合計 3．3（0．93） 3．5（0．93） 3．0（1．02） 3．4（0．93） 3．6（1．03）
女性
正社員 3．5（0．91） 3．3（1．06） 3．1（1．03） 3．2（0．98） 3．5（0．86）
契約社員 3．5（0．89） 3．5（1．09） 3．1（1．11） 3．3（0．89） 3．7（0．87）
アルバイト・パート社員 3．3（0．98） 3．7（1．07） 3．2（0．98） 3．4（0．83） 3．8（0．82）
合計 3．4（0．92） 3．5（1．08） 3．2（1．04） 3．3（0．90） 3．6（0．85）
合計
正社員 3．4（0．84） 3．4（0．94） 3．2（0．99） 3．3（0．91） 3．6（0．87）
契約社員 3．5（0．97） 3．5（1．09） 3．1（1．10） 3．4（0．97） 3．6（1．06）
アルバイト・パート社員 3．2（0．96） 3．6（0．99） 3．0（1．00） 3．2（0．86） 3．7（0．90）
合計 3．3（0．93） 3．5（1．01） 3．1（1．03） 3．3（0．92） 3．6（0．94）




正社員 3．2（0．99） 3．4（0．86） 3．1（0．87） 3．4（0．81）
契約社員 3．1（1．07） 3．4（1．11） 3．2（1．02） 3．5（0．86）
アルバイト・パート社員 2．9（0．76） 3．5（0．93） 2．7（1．02） 3．1（0．90）
合計 3．1（0．95） 3．4（0．97） 3．0（0．99） 3．3（0．86）
女性
正社員 3．4（1．05） 3．4（0．78） 3．1（0．86） 3．4（0．88）
契約社員 3．4（0．76） 3．6（0．73） 2．9（0．93） 3．7（0．75）
アルバイト・パート社員 3．2（0．93） 3．3（0．85） 2．9（0．91） 3．5（0．84）
合計 3．3（0．92） 3．4（0．79） 3．0（0．90） 3．5（0．83）
合計
正社員 3．3（1．02） 3．4（0．82） 3．1（0．86） 3．4（0．84）
契約社員 3．3（0．93） 3．5（0．94） 3．1（0．98） 3．6（0．81）
アルバイト・パート社員 3．1（0．86） 3．4（0．89） 2．8（0．96） 3．3（0．89）

















































































正社員 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒0．327＊＊ ‒ 0．290＊ 0．331＊ 0．217
契約社員 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 0．448＊＊＊ ‒ 0．184
アルバイト・
パート社員
‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 0．373＊＊ 0．347＊＊ 0．318
女性
正社員 ‒  0．355＊＊ ‒ 0．331＊ ‒ ‒0．314＊ ‒ 0．327＊ 0．337
契約社員  0．362＊＊ ‒ ‒ 0．503＊＊＊ ‒ ‒0．254＊ ‒ ‒ 0．353
アルバイト・
パート社員
‒ ‒ ‒0．335＊ 0．272† ‒ ‒0．479＊ 0．296† ‒ 0．172
注：「負けん気」はすべてにおいて有意でなかったため省略した。 ※数値は標準偏回帰係数を示す。
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A Study for Young Employees’ Resilience in Workplace: 
Investigation of Differences of Resilience Scale Scores by Sex and 
Employment Types.
Akihiko TOKAJI
　In Japan, the social problem of young people easily leaving their jobs and not becoming 
regular employees is still unresolved. The government has taken action to cope with this 
situation; however, it is not enough to solve the problem. One of the reasons is considered to 
be that the government’s policies to resolve the issue miss the point. The viewpoint of the 
government has been to focus on making newcomers smoothly adjust themselves to the 
workplace. However, this has not led to a solution of the problem, because it is impossible for 
people to work hard if they have no motivation to do so. Accordingly, a serious of studies 
focused on work motivation have been carried out. One result of these showed that when 
young people are confronted with work-related difficulties, some are motivated to cope with 
and overcome them, whereas others lose their motivation. These differences may relate to 
degree of resilience.
　This study aimed to find a way of inter vention to enhance one’s resilience in the 
workplace. In study 1 , participants were interviewed about difficulties at their work and the 
reasons why they could overcome them. In study 2 , relations between factors found in 
study 1  and resilience scale scores, and differences of resilience scale scores by sex and 
employment types are investigated. On the basis of these results, possible ways of enhancing 
resilience in workplace are discussed.
